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廃炉分野

取締役
坂井 良治

実施期間

県外協力企業

ふたばロボット㈱

県外協力企業

県外協力企業地元企業 地元企業

地元企業

商社 企画、設計、監修、組立
実証、評価

精密機器、諸部品加工
制御システム関連 制御プログラム関連

3Dスキャニング、ロボット、システム、駆動周辺機器、汎用機器、制御関連 放射線検知器関連

ロボティクス事業

ふたばロボット株式会社 — 
福島県双葉郡楢葉町北田仏坊45-1
☎ 0240-23-6439（担当：橋川美輝）

m-hashikawa@futaba-robot.com

投資規模 1~5億円
開発人数 10名未満
販売時期 令和7年度（2025年度）
販売形態 「３Dスキャン全自動放射線量測定システム」として開発技術
販売見込先 1社
協業希望先 電力関連企業

浜通り復興に向けたメッセージ
多様な形状に対応可能なロボットによる放射線測定装置
を開発し、測定時間の短縮と作業負荷軽減並びに経済負
荷改善等課題の解決を実現します。

こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ
た
成
果

成果品・試作品 「放射線スクリーニングにおける被測定物の形状特
定並びにロボットによる自動測定装置」の試作機

知的財産権 1件（特許権│出願中）

開発技術
放射線測定作業において、３D 形状認識システム
と多軸ロボットによる一体化技術により、都度のティ
―チングが不要な細部形状の測定を可能とします。

自治体との連携実績 −

代表的な企業
との連携実績

東京パワーテクノロジー株式会社とロボティクス
事業で販売提携し、スクリーニング装置を運用中

メディア露出や受賞歴 −

浜
通
り
地
域
へ
の
経
済
波
及
効
果

雇
用
数

実績 −

今後の予定 10名（うち、地元雇用者8名）

拠点立地件数（立地場所） −

地
元
企
業
と
の
連
携

R&D・開発 廃炉に向けた放射線測定システムの技術
を地元企業1社と開発

資材調達 機械設備一式、その他付随する資材を地元企業1社より調達

製造 より実用的な技術に進化した装置の共同
製作を地元企業1社と協議中

販路開拓 電力関連企業へ放射線測定システムの販
路拡大に向けて地元企業1社と協議中

開
発
の
ポ
イ
ン
ト

要素技術
放射線測定作業において、３D形状認識システムと
多軸ロボットによる一体化技術により、都度のティー
チングが不要な細部形状の測定を可能とします。

開発の
ポイント

手作業で行っていた放射線測定を、多様な形状に
対応可能なロボットを用いることで、正確かつ短時
間での測定を実現、作業者の安全と健康を守ります。

実
用
化
開
発
の
目
標

実用化時期 令和6年度（2024年度）

販売製品・
サービス名 3Dスキャン全自動放射線量測定システム

成果物
（最終年度）

「放射線スクリーニングにおける被測定物の形状
特定並びにロボットによる自動測定装置」の開発

創出される
経済効果

廃炉に向け、増加するであろうスクリーニング業務
の効率化が期待されるため、原子力発電所関連企
業を対象に地元雇用者の拡大を計画しております。

開
発
背
景

放射線管理区域等における放射線測定作業は、多くの作
業員を割く必要があることから、相当の人件費負担が生
じていると共に、作業員は長時間の不安定な体勢に加え、
被曝の健康リスクを抱える等の課題が生じております。

原子力発電施設等、放射線管理区域における資機材等の搬出時に様々な形状の資機材に実施する放射線スク
リーニング業務の測定時間短縮による経済効果並びに人的負担の軽減を目的として開発に取り組みます。

様々な形状の資機材における放射線測定の
実現と作業環境負荷の軽減

放射線スクリーニングにおける被測定物の
形状特定並びにロボットによる自動測定装置

ふたばロボット株式会社

連携自治体
－

実用化開発場所
いわき市2020-2021
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事業化企業コラム

※福島イノベーション・コースト構想推進機構（イノベ機構）によるイノベ構想関連開発技術の事業化支援（本冊子P.120を参照）

キャプション キャプションキャプション

事業概要 事業化への道のり

▶今後の展望

▶ イノベ機構による支援

代表取締役社長　赤塚 剛文

耐放射線カラーカメラと撮像素子 開発事務所内耐放射線撮像素子

廃炉
分野

実施期間

2020年度

実用化開発場所

いわき市

マッハコーポレーション株式会社

宇宙で活躍していた技術を廃炉作業に応用
燃料デブリをカラーカメラで直接撮影可能に

耐放射線カメラのカラー化技術の確立とその生産工程および拠点の確立

　福島原発の廃炉に向けて、廃炉作業を行
うために必要な高い放射線耐性をもつカメラ
を開発しました。廃炉作業に使われるカメラ
は、廃炉環境下の放射線にも耐えられる耐
久性と小型で形状の自由度の高さが求められ
ます。私たちは宇宙で使用する光学機器の
開発を中心に行っていますが、その技術を廃
炉に役立てる試みを行っています。

　廃炉作業に使用するカメラはロボットに搭載するために、小型・軽量で
あること、廃炉環境下で観測された1MGy以上の耐放射線特性が要求さ
れます。私たちは既にJAXA宇宙科学研究所と共同で研究開発をした耐
放射線COMSセンサーの開発を完了しています。その試作として開発した
モノクロカメラをベースに廃炉作業に使用するロボットに搭載可能なカラー
カメラを開発いたしました。廃炉環境下で動くカラーカメラは前例がなく、
廃炉作業を大きく変える製品となります。

　実際に廃炉工程にある原子力発電所内にて耐放射性等の実証実
験を行い、製品の実用化の判断を行います。廃炉作業は30～40年
の長期事業です。ロボットによる廃炉作業も進み今後需要は増加し
ていきます。ゆくゆくは海外の廃炉作業に使われるものや人工衛星
に搭載するカメラの開発・生産を浜通りを拠点に行っていく予定です。

　福島県が主催しているロボット・航空宇宙フェスタに出展させていただき、新たな関連企業との接点を作ることができました。
さらにカメラレンズを開発している企業や生産に関してサポートが可能な企業の紹介もいただいております。今後、南相馬市
を拠点として開発を続けていくうえで廃炉作業に関連する企業や福
島県内で協業できる企業との繋がりを得られたのは大きかったです。

創 業 1985年5月15日
従業員 20名
T E L 045-412-0400（本社）
U R L https://machcorp.jp/

マッハコーポレーション株式会社 
〒 220-0004　横浜市西区北幸 2-5-15 プレミア横浜西口ビル 7 階（本社）
〒 979-2162　福島県南相馬市小高区飯崎字南原 65-1（事業所）
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